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が
感
じ
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
動
き
が
世
界
中
に
広

が
っ
て
い
く
と
グ
ロ
ー
バ
ル
に
接
続
さ
れ
た
経
済
が

徐
々
に
分
断
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

懸
念
で
す
。
こ
う
し
た
世
界
の
動
き
に
対
し
、
私
た
ち

は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。

先
ほ
ど
紹
介
し
たC

H
IPS

法
や
イ
ン
フ
レ
削
減
法

の
よ
う
な
国
内
優
遇
政
策
だ
け
で
各
国
が
張
り
合
え

ば
、
各
国
の
製
造
能
力
は
一
時
的
に
高
ま
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
全
世
界
的
に
見
れ
ば
過
剰
な
供
給
能
力
を

持
つ
こ
と
と
な
り
、
デ
フ
レ
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

自
国
第
一
主
義
へ
の
備
え

11
月
５
日
に
行
わ
れ
る
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
の
行

方
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
３
月
に
行
わ
れ
た
予

備
選
挙Super Tuesday

で
は
ト
ラ
ン
プ
氏
が
大
勝
し
、

「
も
し
ト
ラ
」や「
ほ
ぼ
ト
ラ
」と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
始

め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
氏
の
基
本
思
想

が
自
国
第
一
主
義
で
あ
る
こ
と
は
有
名
で
す
が
、実
は
、

バ
イ
デ
ン
大
統
領
も
過
去
の
貿
易
自
由
化
政
策
が
米
国

産
業
の
空
洞
化
や
供
給
網
の
脆
弱
化
、
中
国
な
ど
非
市

場
的
経
済
の
台
頭
な
ど
に
寄
与
し
た
と
考
え
、「
新
ワ

シ
ン
ト
ン
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」と
呼
ば
れ
る
経
済
戦
略
の
中

で
自
国
産
業
の
強
化
、
供
給
網
の
強
靭
化
、
対
中
競
争

の
勝
利
な
ど
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

こ
の
経
済
戦
略
はC

H
IPS

法（
米
国
内
の
半
導
体
拠

点
支
援
等
を
目
的
と
し
た
補
助
金
政
策
）や
イ
ン
フ
レ

削
減
法（
米
国
内
で
製
造
さ
れ
たEV

・
蓄
電
池
等
を
対

象
と
す
る
減
税
政
策
）と
い
っ
た
政
策
と
し
て
実
行
に

移
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
国
会
で
は
、
日
本
で
も
こ
の
よ
う
な
国
内
製

造
拠
点
整
備
を
支
援
す
る
政
策
と
し
て「
経
済
安
全
保

障
推
進
法
」や「
産
業
競
争
力
強
化
法
改
正
案
」が
議
論

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
こ
の
議
論
に
参
加
す
る
中
で
私

顧問便り
Fr o m  A d v i s e r

衆
議
院
議
員

浅
野
さ
と
し

元
日
に
発
生
し
た
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
犠
牲
と
な
ら
れ
た
命
に
哀
悼
の
意
を
表

し
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
現
地
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
や
産
業
基
盤
の

復
旧
・
復
興
に
む
け
、
引
き
続
き
電
機
連
合
本
部
と
緊
密
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
全
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
ま
す
。

無
論
、
各
国
の
財
政
も
疲
弊
し
て
い
き
ま
す
。
私
は
、

そ
の
よ
う
な
状
態
に
陥
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
も
、

経
済
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
資
源
・

物
資
に
つ
い
て
は
、
上
述
し
た
各
国
の
優
遇
政
策
を
利

用
し
つ
つ
、
米
国
や
欧
州
、
地
政
学
的
に
リ
ス
ク
の
低

い
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
も
含
め
た
共
生
自
律
分
散
型
の

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
を
め
ざ
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

２
０
１
６
年
に
政
府
が
発
表
し
た「
日
本
再
興
戦
略

２
０
１
６
」と
い
う
文
書
が
あ
り
ま
す
。
時
の
政
府
は

IoT

・
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
・
人
工
知
能
の
普
及
を
前
提
と

し
た
デ
ー
タ
駆
動
型
社
会（Society5

.0

）を
提
唱
し
、

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
基
づ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
課

題
の
解
決
と
経
済
発
展
を
両
立
す
る
戦
略
を
打
ち
出
し

ま
し
た
。
一
言
で
言
っ
て
し
ま
え
ば
、「
あ
ら
ゆ
る
分

野
の
デ
ー
タ
を
集
め
、
最
適
化
を
通
じ
た
課
題
解
決
を

進
め
て
い
く
」と
い
う
も
の
で
す
。
日

本
が
も
つ
デ
ー
タ
分
析
力
や
最
適
化
技

術
は
、
先
述
し
た
共
生
自
律
分
散
型
の

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
に
必
要
不
可

欠
な
技
術
で
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
持
続
可
能
性
を
高

め
、
関
係
各
国
と
と
も
に
経
済
発
展
し

て
い
く
た
め
の
中
核
技
術
と
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
国
会
内

で
の
議
論
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
関

係
者
の
皆
様
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ

き
、
将
来
の
日
本
の
産
業
発
展
に
向
け

た
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

浅野さとし（あさの さとし）
電機連合政治顧問（衆議院議員 茨城5区）
1982年生まれ。大学院修了後、（株）日立製作所・日立研究所勤務。
労働組合役員、衆議院議員大畠章宏の秘書を経て、2017年第48回
衆院選初当選、2021年第49回衆院選2期目当選。
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今年はジェンダー平等の実現（SOGI）やヘル
スリテラシー向上（新規）などに取り組みま
した

電機連合は、加盟組合・地協の女性役員同士の情報交換を目的とした「女性役員情報交換会」を2024年1月電機連合は、加盟組合・地協の女性役員同士の情報交換を目的とした「女性役員情報交換会」を2024年1月
19日（金）に開催しました。前半は知識共有の場として、男女問わず誰でも参加可能な本部報告「2024年総19日（金）に開催しました。前半は知識共有の場として、男女問わず誰でも参加可能な本部報告「2024年総
合労働条件改善闘争について」「SOGIガイドラインについて」および講演「笑顔ではたらくための心と体のケ合労働条件改善闘争について」「SOGIガイドラインについて」および講演「笑顔ではたらくための心と体のケ
ア講座」を、後半は女性役員によるグループワークを実施しました。ア講座」を、後半は女性役員によるグループワークを実施しました。

参加者からの感想

前半（会場：16名、WEB：90名）

2024年総合労働条件
改善闘争について
大崎　真（電機連合　中央執行委員）

参加者からは、「多くの気づきを得られた」、「他の女性役員との意見交換ができてよかった」などの感想が寄せられました。
次回は、7月開催を予定しています。

後半（会場：16名、WEB：27名）

本部報告Ⅰ

2020年に策定したSOGIガイドライン
について、直近の動向とともに、あら
ためて説明しました

本部報告Ⅱ
「�性的指向・性自認（ＳＯＧＩ）に関する�
ハラスメント対策や差別禁止に向けた取り組み�
ガイドライン」について�
内田　文子（電機連合　中央執行委員）

女性役員情報交換会を開催Report!

● 男性にも更年期があることを初めて知
り、年代問わず男性のことも気にかけ
ないといけないと気づきました

● 仕事をする上でとても大切な情報がた
くさんあり、性別や年代問わず多くの
方にこの講座を聞いてほしいと思いま
した

● 他労組の取り組みを知ることができ、
また、自分とは違う気づきなどを得ら
れました

● 組合には女性が私一人しかおらず心細
かったですが、本日他の女性執行委員
の方とお話しができて安心し、うれし
かったです

● さまざまな情報共有をしていただき大
変勉強になり、今後の自身の組合活動
に役立てたいと感じました

ヘルスリテラシーをテーマに、男女の更年期障害を中心にご
講演いただき、簡単なエクササイズも教えていただきました

会場でのエクササイズの様子

講演

（�NPO法人ちぇぶら代表理事／�
更年期トータルケアインストラクター）

笑顔ではたらくための
心と体のケア講座
永田　京子氏

更年期を「the change of life」と位置づけて、
人生の転機と前向きに捉える活動をしています

会場で４グループ、WEBで７グループを作り、２つのテーマについてディスカッションを
行いました。この内、４グループ（WEB２、会場２）がグループで出た意見を発表しました。

グループワーク

❶�SOGIやヘルスリテラシーの向上について、具体的な取り組みや検
討している内容、課題に感じていること

❷�講演「笑顔ではたらくための心と体のケア講座」を聞いて、今後自組
織で取り組みたいことや気づき

テーマ

ヘルスリテラシーについて
メルマガなどで発信し、知っ
てもらう機会を増やしたい

男女区別なく参加してもらうセミナー
は参加率を高めることも必要

そもそもSOGIという言葉や
知識が浸透していない

今回のようなセミナーを組合で開催し、
理解を深めることから進めたい

YOU・IネットにYOU・Iネットに
ログイン後、ログイン後、
ご確認できますご確認できます
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